
 

 

 

 

 

 

日 時：令和４年３月２９日（火）19:00～20:45 場 所：公民館多目的ホール 

出席者：委員１5名 事務局４名 
 

 協議事項                                                        
 

◆まちの魅力向上について 

  町の魅力向上について全体で説明し、現状の町の魅力や今後の課題について考えるために２グループ

に分かれてグループワークを実施し、各グループで集まった意見を説明員が発表しました。 

 

◆ディスカッション内容に伴う主な意見等 

〇子育て・学習に関する意見 

・こども園は子どもに寄り添った良い施設であると思う。他にもレクリエーション公園やポケットパー

ク、ＫＡＰＰＡプール等、子どもが遊べる施設も多く、子育てのしやすい町である。 

   ⇒このように魅力的なものはあるが、その魅力を発信できていないのではないか。 

・こども園は、申し込みすれば簡単に入園できるため、待機児童等の心配がないところが良いところ。 

   ⇒親が訓子府で働ける場所が少ないため、働ける場所が増えれば、町外からの子育て世帯の流入があ

るのではないか。 

・子育て支援センターでママ友ができ、子育てに関する体験談や悩み相談を聞いてくれる等、町民の人

柄がよいこともあって、子育てがしやすい町であると思う。 

・訓子府高校は通学に対する補助や学生に給食が出るため、十分魅力がある学校であると考える。しか

し、現状生徒数も減少傾向であるとのことであるため、普通科ではなく専門的なことが学べる学校に

すれば今後入学者が増えないだろうか。 

   ⇒子どもを通わせる親としては、重要なのはそこに通うことによって将来に繋がるメリットがなけれ

ば、通わせたいとは思わないのではないか。高校があるというのも町の魅力の一つであると思うの

で、更なる付加価値があればもっと魅力向上に繋がると考える。 

 ・部活動や少年団活動等、訓子府町は強い印象があるが、高校以上になるとそういった印象が無く、そ

のような強みがあるのに訓子府町内で生かされていないのではないか。 

   ⇒結局のところ、訓子府町内で部活動を続けるよりも町外に出る方がもっと自分の成長に繋がると考

える人の方が多いため、そういった現状が変わらなければ、町外への流出は抑えられないと考える。 

 

〇商工・観光に関する意見 

  ・町外の人が立ち寄りたいと思える場所が少ないため、しっかりとした観光地ではなくとも、気になっ

て町外の人が立ち寄れるような場所があれば、人の流れや活気が生まれ、魅力向上に繋がるのではな

いかと考える。 

・夜になると星空が綺麗に見えることや防風林にはシマエナガ等、珍しい野鳥がとまっているといった

自然が豊かなところも隠されている魅力の一つであると考える。 
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〇農業に関する意見 

 ・農業収穫量が全国的に高いことは、「農業のまち」であるという魅力の一つである。 

・農業者向けに婚活サポートの事業を行っているが、なかなか上手くいく人が少ない。農業者に結婚願

望の調査をしたところ、意外と前向きな結果が出ていたため、ニーズがあるように感じるが、仕事が

あるから等の理由で積極的に行動を起こさないことや近場（訓子府）で相手を探すことが難しい等の

理由で上手くいっていないのが現状である。 

   ⇒子育て世帯等への補助は手厚い印象があるが、独身の結婚適齢期の人やその世代への補助は薄いよ

うに感じるため、そのような世代への補助を増やすことを検討してよいのでは。 

 

〇移住定住・住まいに関する意見 

・移住に対する課題として、現在は農業者等の働いている世代への移住促進を行っていることと思うが、

そのような世代のみを移住者として求めているのか。例えば、町に暮らしたいと、楽しく過ごしたい

と思っている高齢者等が移住者として来てはいけないのだろうか。 

   ⇒町の高齢者と働く世代が共生できるようなまちづくりを推進してほしいと考える。 

 ・若い人が町に出てくれば活気が出てくるのではないかと思うが、民間アパートが少なく若い農業者等、

住む場所がないため若い人が住みやすい住居を増やすことが課題の一つであると思う。 

 

〇環境・文化に関する意見 

  ・観光地ではないため、外の人から見て目立った場所はないが、自然が豊かで、冬は除雪が行き届いて

おり、一年を通して災害が少ないこと等、人が暮らすには良い環境であることがまちの魅力であると

考える。 

⇒住民サービスは良いが、雇用が少ない等、長く住んでいると不満も出てきてしまう。 

  ・町民個人の繋がりが強く、一人一人が尊重されているため、地域内のコミュニティが形成されており、

住みやすい町であると思う。 

・若者が音楽等を楽しむために集まれる場所がないため、そういうところがあればよい。若い人や音楽

好きな人が集まり、活気が出てくるのではないか。 

  ・都会であると良い設備を持ったスポーツセンターは、実業団等のクラブ活動に使われることが多く、

民間で使えることが少ないが、訓子府町の新しいスポーツセンターは、設備も良く、子どもたちも多

く利用しており、誰でも利用可能となっているので、親しみをもって利用できる魅力のある施設だと

思う。  

  ・高齢者支援のタクシー券について、高齢者からの利用も多くとても良い制度であると思う。 

⇒一方で高齢者への支援について、家から出ることの少ない高齢者に対して健康維持として、家から

出てきてもらう方法を検討することが課題である。 

 

まちづくり推進会議の資料は、役場庁舎（正面玄関横）および図書館に設置しています 
「まちづくり情報コーナー」で閲覧ができます。 


